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１ 研究課題 

  子ども理解 

 

２ 研究・研修の視点 

   家庭形態の変化、情報の氾濫、地域環境の変化等子どもたちをとりまく環境は、急激な変化の中に

ある。子どもたちはこれまで以上に主体的に問題を解決していく力が必要とされる。 

   そのために幼児期に育むべき「資質能力の３つの柱」が明示された。「知識・技能の基礎」、「思考

力・判断力・表現力等の基礎」、「学びに向かう力・人間性等」の３つである。   

どのように学ぶかにおいては、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの学習過程の改善を図りな

がら資質・能力を育んでいくことも示されている。 

そこで、本園では「資質・能力の３つの柱」、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」及び「５領

域」と「主体的・対話的で深い学び」の理解を深め関連を明らかにしながら「３つの資質能力」の視

点から子どもの育ちを追求していくことが、テーマ解決への道筋であるととらえた。 

☆中略(本園研究紀要に記載) 

  今回の発表の機会を通してさらに「子どもの育ち」を具体的な保育の場面で把握しながら、日々の

保育につながる研究を進めていきたい。 

 

３ 本園の研究計画 

（１） 研究の目標 

ア 「３つの資質能力」「５領域」「幼児期の終わりまでに育みたい姿」「主体的・対話的で深い学び」

についての理論分析を行い内容の共通理解と関連性を明らかにする。 

イ 資質・能力の視点から見直し・加筆された「５領域」のねらいや内容をもとに、保育の改善を図

りながら日々の保育を進めることで育まれる資質・能力(子どもの育ち)について追求する。 

（２） 研究の方法 

ア 幼保連携型認定こども園教育・保育要領等を読み込み、内容について理解し、深めていく。 

イ 一人一人の職員が実践をもちより具体的な場面(育ち)をもとにワークショップ型の研修を行う

ことでテーマ解決にせまるようにする。 

ウ 「振り返りシート」等を活用して、「学びの過程」や「子どもの育ち 」を捉え、実践的な研究を

進める。 

 

４ 研究の概要について  

（１） これからの幼児教育が向かう方向 

〇園児は何を学ぶか〇園児はどのように学ぶか〇園児には何が育まれるのか 

第７分科会 

 幼稚園教育において育みたい 
資質・能力の視点から 

       子どもの育ちを考える 

問題提起園 草牟田幼稚園 

問題提起者 岩元 直 
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「資質・能力」（子どもの内面と࿘りのに関わる力）は、幼⛶園、ᑠ学ᰯ、中学ᰯ、㧗等学ᰯでの教

育を通して育まれていくものであり、幼児期は、その基礎をᇵうものである。幼⛶園で育みたい資質・

能力は、改定にకい加筆された５領域におࡅる「ねらい及び内容」に基࡙いて「主体的・対話的で深い

学び」のプࣟࢫࢭ(過程)を通して子どもたちの中に育まれていくものである。 

（２） 園児は何を学ぶか(☆ヲ⣽な図については、本園研究紀要にᥖ載) 

࠙３視点(㸮ṓ児)・５領域(１ṓ児㹼５ṓ児)の学びの内容ࠚ 

 ねらい・・・・教育及び保育において育みたい資質・能力を園児の⏕活する姿から捉えたものۍ 

 内容・・・・・ねらいを㐩ᡂするためにᣦᑟする㡯ۍ 

 視点・領域・・発㐩の≉ᚩを㋃まえ、教育及び保育のねらい及び内容をங幼児の発㐩のഃ面からۍ 

まとめたもの 

 

 

 

 

 

 

日々の保育では、育みたい資質・能力の視点から見直し・加筆された �領域をᛕ㢌において㐟びを

通した⥲ྜ的な教育・保育を進めることがษである。５領域のねらいや内容に基࡙いて、日々の教

育・保育を✚み㔜ねていくことで「育みたい資質・能力」及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」(１㸮の姿)が育まれていくことになる。 

（３） どのように学ぶか࠙主体的・対話的で深い学びの視点から考えるࠚ 

育みたい資質・能力を育むためには、㐟びや活ືが「主体的な学びとなっているか」、「対話的な学

びになっているか」、「深い学びになっているか」という視点で保育を見直すことで３つの資質・能力

が育まれることになる。 

㐟び(学び)のプࣟࢫࢭ(過程)（） 

 

 

 

 

 

     

育みたい資質・能力は、「㐟びのฟ」э「㐟びのἐ㢌」э「㐟びの振り返り」の過程を通して育ま

れていく。 

⏕きる力の基礎 

５領域 
 

「ねらい」 
 
「内容」 

保育の改善の視点

主体的 
対話的で 
深い学び 
(見方・考え方
をാかして) 

育みたい資質能力 

ձ 知識及び技能の基礎 
 
ղ 思考力・判断力・表現力等の基礎 

 
ճ 学びに向かう力・人間性等 

ங幼児にಀる３つの視点 ‶１ṓ以上の‶３ṓᮍ

‶にಀる５つの領域 

‶３ṓ以上にಀる５つ

の領域 

㐟具や用具や場の㑅

ᢥ、㐩とのฟ会い等 

ヨ行㘒ㄗ、ᕤኵ、༠

力、ᢡりྜい、ᣮᡓ等

遊びの創出 遊びの没頭 遊びの振り返り 

 振り返り 

明日への見通し 

具
体
的
姿
「
��
の
姿
」

 

主体的学び 

深い学び

※ １ṓ㹼３ṓᮍ‶児は㸪３ṓ以上とྠࡌねらい内容ではなく㸪発㐩の≉性を㋃まえたねらいと
内容として示されている。 

対話的学び 
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主体的な学びとは、「◁場㐟びでᒣをసってみたい、✰を᥀ってみたい、ᕝをసってみたい」など

࿘ᅖの環境に✚ᴟ的にാきかࡅている姿である。 

   対話的な学びとは、何人かが㞟まっているとこࢁで、おいに「こうやっているんࡔ」「こうした方

がいいね」など⮬分の思いをఏえྜったり༠力したりして㐟びを深めている姿である。 

   深い学びとは、「Ỉは◁にしみこむんࡔな」「Ỉがなくなるね」などと⏕活や㐟びの中で見方や考え

方が深まる姿である。 

（４） 何が育まれるのか(☆ヲ⣽な図は、本園研究紀要にᥖ載) 

ア࠙資質能力の視点から考えるࠚ  

 

 

 

 

 

 

 

     

幼児教育によって育みたい３つの柱はḟのとおりである。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」(１㸮の姿)がある。これは、幼⛶園教育において育み

たい資質・能力を幼児の⏕活する姿から捉えたもので、５ṓ児ᚋ༙に育まれてくる姿(育ち)を１㸮にま

とめたものである                                                   

イ࠙幼児期の終わりまでに育ってほしい１㸮の姿の視点から考えるࠚ 

 

 

 

 

幼⛶園教育におࡅる５領域の「ねらい」及び「内容」と「育みたい資質・能力」「幼児期の終わりまで

育ってほしい姿」の関連をḟのように捉える。 

 

 

 

                

օ 「５領域」のねらい及び内容に基࡙く活ື体を通して「資質・能力」が育まれる。 

ֆ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１㸮の姿）は、幼⛶園の活ື体を通して幼

児期の終わりまでに育まれる資質・能力の具体的な姿（育ち）である。 

և 幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の姿と５領域のねらいや内容とを関連ࡅ、

日々の保育を行うこともษである。 

ֈ ５領域をྍ視化し、保育⪅が計画・振り返りに活用しやすくするᣦ標である。 

ձᗣ࡞ᚰయ ղ⮬❧ᚰ ճ༠ྠᛶ մ㐨ᚨᛶ・つ⠊ព㆑のⱆ⏕え յ♫会⏕άの㛵ࡾࢃ 

նᛮ考力のⱆ⏕え շ⮬↛の㛵ࡾࢃ・⏕ᑛ㔜

ոᩘ㔞ࡸᅗᙧࠊᶆ㆑ᩥࡸᏐ࡞どの㛵ᚰ・ឤぬ չゝⴥにࡼるఏえྜい ߐ㇏か࡞ឤᛶ⾲⌧ 

 

知識・技能の基礎͐㐟びや⏕活の中で、㇏かな体㦂を通して㸪ឤࡌたり、Ẽいたり、分かった

り、できるようになったりすること。 

思考力・判断力・表現力等の基礎͐㐟びや⏕活の中で、Ẽいたこと、できるようになったこと

などをいながら、考えたり、ヨしたり、ᕤኵしたり、表現したりすること。

学びに向かう力・人間性等͐ᚰ情・ពḧ・態ᗘが育つ中で、よりよい⏕活をႠもうとすること。

           

ᖹᡂ �� ᖺ∧の幼⛶園教育要領等までは「ᚰ情・ពḧ・態ᗘ」を育むことを向上目標としてい

た。 

今回の幼⛶園教育要領等の改ゞでึめて幼⛶園教育とᑠ学ᰯ以㝆と共通する向上目標が明示

された。それが「知識・技能の基礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向かう力・人

間性等」の「３つの資質・能力」である。 

幼児教育において育みたい資質・能力は㸪子どもの日々の活ືにおいて「子どもの育ち」とし

て見ることができる。そして、このような資質・能力の育ちを日々の保育のᢡ々に子どもが発

できるようにしていくことが保育⪅に求められるものであると考える。 
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本園では、幼児の発㐩や学びのಶ人ᕪに␃ពしつつ、幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の姿を

具体的にイ࣓ーࢪして、日々の保育を行っている。 

（５） 「３つの視点」「５領域」、「資質・能力(１㸮の姿)」との関連図 

 

 

 

 

 

５領域は、今回の改ゞで「育みたい資質・能力」の視点で見直しがなされ、ங幼児期に「やかにఙ

びఙびと育つ」など３つの視点で内容を捉えること、また、‶ �ṓから‶３ṓᮍ‶、‶３ṓ以上に関わ

る内容が改善・実された。また、資質・能力の育ちは、ྛᡂ㛗過程においてそのᖺ㱋なりの具体的な

姿（育ち）として現れてくるものである。１㸮の姿は幼児期の終わりまでに育ってほしい姿であるが、

子どものᡂ㛗過程での「育ち」としてḟ➨に現れてくるものである。 

（㸴） 資質・能力と �領域との具体的な関連表 

 ３つの「資質・能力」を用いて子どもの育ちを捉えるほ点として、領域ࡈとに「ねらい及び内容」に

用されているゝⴥから具体的な子どもの姿となるものをᢤきฟし、そのゝⴥが３つの「資質・能力」

のうち、どの要⣲にヱᙜするかᩚ理し、表にしたものが、ḟの表である。 

 (☆な表は研究紀要にᥖ載) 

領

域 

࠙知識・技能の基礎ࠚ 

㇏かな体㦂を通して、ឤࡌた
り、Ẽいたり、分かったり、
できるようになったりする。 

࠙思考力・判断力・表現力等の基礎ࠚ 

Ẽいたことや、できるよう
になったことなどをい、考
えたり、ヨしたり、表現した
りする。 

࠙学びに向かう力・人間性等ࠚ 

ᚰ情・ពḧ・態ᗘが育つ中でより
よい⏕活をႠもうとする。 



ᗣ 

・ ᗣ、Ᏻ、体を༑分にື
かす 

・ ⏕活に必要な習័や態ᗘ 
・ ⏕活の方を知る 
・ ༴㝤な場ᡤや༴㝤な㐟び

方が分かる 

・ 明るくఙびఙびと行ືす
る 

・ 見通しをもって行ືする
・ ඛ⏕や㐩とゐれྜう 
・ 活ືにぶしみᴦしむ 
・ ⏕活の場をᩚえる 
・ ⅏ᐖなどの行ືの

方、ᏳにẼをࡅて行ື
する 

・ 実ឤ、進んで㐠ືする 
・ Ᏻ定ឤをᣢって行ືする 
・ 進んでᡞእで㐟ぶ 
・ 㣗べ≀への⯆や関ᚰをもつ 
・ ㌟の回りをΎ₩にする 
・ ⏕活に必要な活ືを⮬分でする
・ ᗣに関ᚰをᣢつ 
・ 㣗べることをᴦしむ 

人

間

関

ಀ 

・ ♫会⏕活におࡅるᮃまし
い習័や態ᗘ 

・ よいことやᝏいことがあ
ることにẼく 

・ きまりのษさ 
 

・ ⮬↛などの㌟㏆な㇟を
ྲྀりධれて㐟ぶ 

・ ㌟㏆なものをษにする
・ ẚべる 
・ 関連ࡅたりしながら考

える 

・ ᵝ々な㇟に対する⯆関ᚰを
もつ 

・ ⏕活にྲྀりධれる 
・ ᵝ々な≀の性質や⤌みに⯆

や関ᚰをもつ 
・ ⡆༢な標識やᩥᏐなどに関ᚰを

もつ 

 

㸮ṓඣ 㸯ṓඣ 㸰ṓඣ 㸱ṓඣ 㸲ṓඣ 㸳ṓඣ 資質・能力 

 
 

 

 

 

 

 

 

     
     
     
 
 

 
 

 

 

幼ඣᮇの⤊࡛ࡲࡾࢃに育みたい㸯㸮のጼ 

ᗣ 

人間関ಀ 

環境 

ゝⴥ 

表現

育ちの過程で（１㸮の姿）が育まれていく 
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（㸵）５領域、主体的・対話的で深い学び、資質・能力、１㸮の姿の関連図 

 

‒

‒

‒

‒

その資質・能力の中で幼児期の終わりまで育ってほしい姿としてᢳฟ・ᩚ理したものが１㸮の姿で

ある。 

  したがって、資質・能力の視点からの子どもの育ちは、５領域のねらいや内容を主体的・対話的で

深い学びの視点で改善しながら進める日々の保育の中での育ちであると捉えている。 

 

５ 本園の研究᥎進ࣕࢳ̿ࣟࣇート 

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

アを⟢⣬に᭩きฟしたり、ワーࢹーのもと、ཧ加⪅一人一人が⮬分の考えやアイࢱシࣜテーࣇ 

クシートにほ点ูに㈞りࡅ、話しྜったり、保育中の子どもの活ື場面について記㏙した「振り返り

シート」で話しྜいをすることで員ཧ加型の研修会になっている。    

 

㸴 研究の実㝿 

（１） 子どもの学びの姿から環境ᵓᡂや保育⪅のかかわりを考える。 

ᖺᑡ⤌がᑠ㯏⢊⢓ᅵを題ᮦにした活ືである。(☆ᣦᑟは本園研究紀要にᥖ載) 

この保育では、これまで研究を進めてきていた「主体的・対話的で深い学び」の視点で保育研究を

した。保育ཧほでは、子どもの活ືの姿(育ち)を┿ᙳしたり、⟢⣬に᭩き込んࡔりした。ᚋ

研究ᚋに一人一人がḟのような振り返りシートをసᡂし、今ᚋの保育に⏕かすことにしている。 

࠙振り返りシート㸸ᑠ㯏⢊⢓ᅵで㐟ࡰう（ᖺᑡ児㸸２㸵ྡࠚ）  

 

 

 

 

 

3ODQ 計画 'R 実践 &KHFN ホ౯ $FW 改善 

ձ 実践プ࣒ࣟࣛࢢ 

ղ ᣦᑟ᳨ウ会 

ճ 保育のほ点 

մ ࣇシࣜテーࢱー 

ձ 保育ཧほ 

ղ ほ点ูཧほ 

ճ ┿の記㘓 

մ ࣓ࣔでの記㘓 

ձ 振り返りシート 

ղ ワークシート 

ճ ⟢⣬等 

մ ࣇシࣜテーࢱー 

ձ 共通実践㡯 

ղ 学ᖺู課題 

ճ ࣇシࣜテーࢱー 

 

㸳㡿ᇦయⓗ・ᑐヰⓗ・῝いᏛࡧ
資質・能力㸯㸮のጼの㛵㐃ᛶ

知識及び技
能の基礎

豊かな体験を通して,
感じたり,気づいたり，
わかったり,できるよ

うになったりする

思考力・ 判断力・ 表現
力の基礎

気付いたことや,できるように
なったことなどを使い,考えたり,
試したり,表現したりする

学びに向
かう力・
人間性等

心情・ 意
欲・ 態度が
育つ中でより
良い生活を
営もうとする

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
視
点(

保
育
の
改
善
の
視
点)

健康 人間関係 環境 言葉 表現  

この図は、「資質・能力」と「１㸮の姿」、「５

領域」、「主体的・対話的で深い学び」との関連

を示したものである。  

５領域のねらいや内容は、資質・能力の視点

で見直し・加筆されているので、それらを㋃ま

えて３つの視点・５領域のねらいや内容にそっ

て日々の保育を進めていくと３つの資質・能力

が育まれていくことになる。   

‒
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１ 研修テーマ及び内容 

「主体的・対話的で深い学び」の実現をめࡊして 

２ 研修内容 

 子どもの学びの姿から、環境ᵓᡂや保育⪅のかかわりを考えよう 

３ 研修の振り返り 

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒
‒

‒
‒

 

 

 

 

ḟの表は、研究保育ᚋ、保育ᥦ౪した保育⪅⮬㌟が「３つの資質・能力の視点で子どもの姿(育ち)を
まとめたものである。 

‒ۍօの保育実践から「３つの資質能力」の視点で保育⪅⮬㌟が子どもの姿を振り返るۍ

資質・能力 子どもの姿 

「知識及び技能の基礎」 

㐟びや⏕活の中で、㇏かな体㦂を通ࡌて、何をឤ

たり、何にẼいたり、何が分ったり、何がでࡌ

きるようになったりするのか。 

・ ᑠ㯏⢊のឤゐとỈをධれたᚋのᑠ㯏⢊のឤゐの㐪いに

Ẽいた。 

・ ᑠ㯏⢊⢓ᅵのⰍのΰࡊりྜうᴦしさをわう姿が見ら

れた。 

「思考力・判断力・表現力等の基礎」 

㐟びや⏕活の中で、Ẽいたこと、できるように

なったことなどもいながら、どう考えたり、ど

うヨしたり、ᕤኵしたり、表現したりするか。

・ ึめはᑠ㯏⢊がᡭにつくឤゐを᎘がっていたが、こねること

により、ḟ➨にᡭから㞳れていくことにẼいた。 

・ ㌟㏆なᗫᮦをうことにより、具体的なイ࣓ーࢪの中で表現

し、㐟びをᒎ㛤することができていた。 

「学びに向かう力・人間性等」 

ᚰ情・ពḧ・態ᗘが育つ中で、いかによりよい

⏕活をႠもうとするか。 

・ 㐩がసるᵝ子を見ながら、ᗫᮦをྲྀりධれて、㐟び方を┿

ఝしながらᕤኵする姿が見られた。 

・ ⯆をᣢつことで、㞟中して活ືにྲྀり⤌む園児がከかった。

１㸮の姿の振り返り 
・ ᑠ㯏⢊⢓ᅵで形をసっていき、見❧て㐟びをしている

㐩に対して「きのこ㸟」ときなኌで⟅えていた。 

 （㇏かなឤ性と表現・ゝⴥによるఏえྜい） 

・ ᑠ㯏⢊にゐれ、ឤゐやໝいなどᡭについた⣲ᮦをࡌっと

見て、ᑠ㯏⢊の性質を☜かめていた。（思考力のⱆ⏕え） 

子どもの学びの姿（主体的・対話的で深い学び） 

〇 ᑟධを見て、「ᴦしそうࡔな」「᪩くしたいな」という思いがⱆ⏕える。ᑠ㯏⢊⢓ᅵをసるẁ㝵で、ᮦᩱのᑠ㯏⢊が

ฟてくると、どんなឤゐなのか、これがどうなっていくのか知ることに⯆をᣢっていた。 

 ࠗỈをධれる࠘ࠗ ΰࡐる࠘過程を見通して、⮬分が思うᡂ形に⧅ࡆているようࡔった。 

〇 ⢓ᅵのឤゐをᴦしみながらイ࣓ーࢪしたものをసったり、࢝ップに⢓ᅵを㔜ねධれていき、「うしࢁからみると、

きれいࡔよ」と思っていなかった発見に႐ぶ子どもの姿があり、それを㐩やඛ⏕にఏえ、㐟びをᴦしんでいた。 

子どもの学びの姿から 

「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」のための環境ᵓᡂや保育⪅のかかわりのᕤኵ 

（主体的な学び） ḷや࣌ープࢧートでᑟධをすることによって、子どもたちの⯆をᘬきつࡅ、子ども⮬㌟がពḧをᣢ
ち、今日の活ືに対して、考えたりணしたりしてᴦしみながら活ືに⧅ࡆていた。 

（対話的な学び） ᑠ㯏⢊⢓ᅵがฟ᮶上がる๓の、ᑠ㯏⢊にゐれる間をタࡅていた。Ỉを加える๓ᚋのឤゐの㐪いを知
り、「ࡩわࡩわ」「べちࡷべちࡷで、なっとうみたい」など、子どもの思いをᘬきฟし、保育⪅が認め、共
ឤすることで⮬分の考えを深めていくことがฟ᮶ていた。 

（深い学び）  ᗫᮦを‽ഛすることで、発ᒎした㐟びに⧅がる。ࡈっこ㐟びなどの⤒㦂から、⢓ᅵの形を⮬⏤に変え、
ീを形にしながら㐟ぶᕤኵをしていた。ู の⏨児は、ᗫᮦに⢓ᅵを✚み上ࡆていき、「どうなるかな」と
ワクワクしながらイ࣓ーࢪしたものをసり上ࡆ、㐩やඛ⏕に認められ‶㊊そうࡔった。 

㸨考ᐹ 
 ௨ୖのࡇからࠊάືを㏻ࡋてࠊ⎔ቃᵓᡂࡸಖ育者のかかࡾࢃ᪉の㔜せᛶをࡾ㏉るࡁ࡛ࡀࡇたࠋ
子どもたちのᐇែにྜ࠺άືをタᐃࠊ子どものᐇែにྜ࠺・Ⓨᒎࡍるྍ能ᛶの࠶る教ᮦの⏝ពࠊಖ育者
のゝⴥかࡅ・ぢᏲࡾ・୍⥴に㐟ࠊࡧ㛵ࢃるࡇにࡗࡼてࠊ子ども⮬㌟ࡉࡀらに㐟ࡧたい・もࡾ▱ࡗた
い・㐩ࡸඛ⏕にఏえたいᛮいࢀࡲ⏕ࡀるࠋ⎔ቃᵓᡂ・ಖ育者の㛵ࡾࢃ᪉にࡾࡼ῝いᏛࡧ㸦㐟ࡧの㏣
ồ㸧ࡗࡀ࡞ࡘていࡀࡇࡃ考えらࢀるࠋ 
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‒

‒

‒

‒

（２） 子どもの学びの姿から、環境ᵓᡂや保育⪅のかかわりを考える。(ᣦᑟは研究紀要にᥖ載) 

 ᖺ中⤌で「ዲきなものはなあに」の保育実践である。保育ཧほᚋにཧほ⪅一人一人が「振り返りシー

ト」をసᡂした。員の振り返りシートにそれࡒれが目を通すことで、子どもの育ちや保育のᅾり方等

が「見える」ようになり、日々の保育に⏕かしている。 

‒

‒

‒

‒

‒

࠙振り返りシート㸸すきなものは なあに（ᖺ中児㸸２㸵ྡࠚ）     

 㸯 ◊ಟ࣐࣮ࢸཬࡧෆᐜ 

 てࡋࡊࡵのᐇ⌧をࠖࡧయⓗ・ᑐヰⓗ࡛῝いᏛࠕ          

 㸰 ◊ಟෆᐜ 

    子どものᏛࡧのጼからࠊ⎔ቃᵓᡂࡸಖ育者のかかࡾࢃかたを考え࠺ࡼ 

 㸱 ◊ಟのࡾ㏉ࡾ 

 

 

 
 
 

‒

‒

 

 㸦㹐㸯㸬㸯㸮㸬㸱㸯㸧                  ࠋに࠶࡞ ࡣもの࡞ࡁᮏのάື㸸ዲࠐ

 㸦⾲⌧㸧ࠋるࡍ⌧⾲にࡾ࡞て⮬分ࡗ㐨ලをࠊるものを࠶ࡀ⯆ࡸもの࡞ࡁらい㸸⮬分のዲࡡࠐ

 㸦⾲⌧㸧ࠋࡴࡋをᴦࡾ࡞㔜ࡸࡾࡊⰍのΰࠊてࡗのලを⤮ࡸࢫࣃࣞࢡ

㐩ዲ࡞ࡁものを教えྜࡗたࠊࡾᥥいたものにࡘいてヰࡋたࡀ࡞ࡋࡾらࠊ⾲⌧をᴦࠋࡴࡋ㸦ゝⴥ㸧 

 ࠋるࡍ⌧⾲てࡗをࢫࣃࣞࢡࡸのල⤮ࠊものを࡞ࡁෆ ᐜ㸸⮬分のዲࠐ

     ⮬分ࡋ⌧⾲ࡀたものをࣉ࣮ࣝࢢ分ࠊࡋࡅ⮬分ࡀᥥいたものの௰㛫を▱るࡁ࡛ࡀࡇる࠺ࡼにࡍるࠋ 

 ࠋものを▱る࡞ࡁ㐩のዲࠊࡋࡔࡾ㈞たものをࡋ⌧⾲     

㸯㸮のጼのࡾ㏉ࡾ 

ゝⴥにࡼるఏえ࠶い 
ձ ┦ᡭのヰのෆᐜをὀពࡋて分かࡗたࠊࡾ⮬分

のᛮいࡸ考え࡞どを┦ᡭに分かる࠺ࡼにヰࡋ
たࡍࡾる࡞どࡋてࠊゝⴥを㏻ࡋてࠊ教⫋ဨࡸ
㐩ᚰを㏻ࡏࢃるࠋ 

㇏か࡞ឤᛶ⾲⌧ 
ձ ࢪ࣮࣓をᣢࠋࡘ 

子どものᏛࡧのጼ㸦యⓗ・ᑐヰⓗ࡛῝いᏛࡧ㸧 

㹐ྩࠕఱᥥいているの㸽分かࡗたࡔࡾࢃࡲࡦ㸟ࠖ 
㸿ち࠺ࡑࠕࢇࡷ㸟࠶たࡾ㸟ࠖゝࡗてᎰ࠺ࡑࡋに⥆ࡁをᥥࡁ㐍ࡵるࠋ 
㸿ちࠕࢇࡷ㹐ྩࡣఱᥥいているの㸽ࠖ 
㹐ྩࠕࡣᜍ❳をᥥいているのࠖࡼࡔࢇ࡞ࡱࡗࡋࡀࡇࡇࠊཱྀ࡛ࡀࡇࡇࠋ 
㸿ちࡗࡑࠕࢇࡷかࠋいいࡡ㸟ࠖ 
 ࠋの会ヰを⪺いていた㹗ྩࡑ
㹗ྩࢀࡑࠕかࡇࡗいいࠋࠖࡡ  
たࠊࡔሬࡋࡪࡘࡾている࠺ࡼにぢえた㹐ྩの⤮を㐩に〔ࡵてもらいࠊ⮬ಙにࢀࡩ࠶た
⾲に࡞る㹐ྩࠋ 

㸨考ᐹ㸨 
・ ಖ育の୰࡛の子どものⓎゝࡁࡸࡪࡘࡸの୰にࠊ子どものᏛࡸࡧ育ちのጼ࠶ࡀるいࡇ࠺をᨵࡵ

てឤࡌたࠋᚰືかࡍయ㦂の୰࡛యⓗにྲྀࠊ࡛ࡇࡴ⤌ࡾᏛࡧにࡗࡀ࡞ࡘているᛮࠋ࠺ 
・ ಖ育ࡋたࡇを㸱ࡘの視点࡛ࡾ㏉るࠊ࡛ࡇ子どものጼを考えたࠊࡀ分㢮ࡋていࡇࡃに㞴ࡋ

ࡇࡃていࡵ῝をࡧᗘᏛࡀಖ育者⮬㌟ࠊをࡇ࠺いる࠶ࡀ育ち࡞ࠎᵝࡣ子どもにࠋたࡌをឤࡉ
のษࡉをឤࡌたࠋ 

・ ಖ育をసᡂࡍるẁ㝵࡛ࠊ㸱ࡘの視点をព㆑ࡀ࡞ࡋらࠊಖ育を⤌み❧てていࡇࡃもᚋࠊ考え
てい࠺ࡇᛮࡗたࠋ 
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‒

‒

‒

‒

 ۍの保育実践から「３つの資質能力」の視点で保育⪅⮬㌟が子どもの姿を振り返る（２）ۍ

資質・能力 子どもの姿 

「知識及び技能の基礎」 
㐟びや⏕活の中で、㇏かな体㦂を通ࡌて、何
をឤࡌたり、何にẼいたり、何が分った
り、何ができるようになるのか。 

・ ⤮の具をうときは、⣙᮰をᏲることや、ᥥ
き方でኴさが㐪うことにẼいた。 

・ ⤮の具でᥥくとኴくて⤮がつぶれてしまった
が、てሬりつぶして、㣗べ≀の断面を表現する
などᕤኵしていた。 

・ 㐩がᥥいているዲきな≀が、⮬分のዲきな≀
でもあることにẼいた。 

‒ (☆体の表は、本園研究紀要にᥖ載) 

‒

‒

‒

‒

‒

（３） 㸮、１ṓ児の保育から３つの資質・能力の視点で子どもの育ちを考える 

‒

‒

‒

‒

‒

Ⅸਰ↹ᡉ↹⇝∞⇮≝∏∞∇∙⇁˺↼ⅵ≋≓⅚≔ബδ≌Ⅹ‒

࠙振り返りシート㸸ࣛー࣓ࣥをసࢁう（㸮ṓ児㸸㸴ྡ １ṓ児㸸㸷ྡࠚ）  

‒

‒

‒

‒

 

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

㸨考ᐹ 
・┠ⓗをもࡗてಖ育をཧほࡍるࠊ࡛ࡇయⓗにཧほࡍるࠊࡁ࡛ࡀࡇ子どもたちのゝⴥࡸ⾲ࠊ
ᚰࡃືࡀ▐㛫࡞どࠊ⣽ࡸかにぢるࡁ࡛ࡀࡇたࠋ 
ࠊ࡛ࡇて考えるࡋいて子どものጼを┠の๓にࡘにࡧయⓗ・ᑐヰⓗ࡛῝いᏛࡸの資質能力ࡘ�・
ලయⓗにᤊえるࡁ࡛ࡀࡇる࠺ࡼにࡗ࡞てࡁた࠺ࡼにឤࡌるࠋ 

㸯 ◊ಟ࣐࣮ࢸཬࡧෆᐜ 

     幼稚園教育࡛育みたい資質・能力の視点から子どもの育ちを考えるࠋ 

㸰 ◊ಟෆᐜ 

子どものጼを資質・能力の㸱ࡘの視点からᤊえࠊどの࡞࠺ࡼ育ち࠶ࡀるか考えࠋ࠺ࡼ 

㸱 ◊ಟのࡾ㏉ࡾ 

 
  

 

 

 

 
 

㸺▱㆑ཬࡧᢏ能のᇶ♏㸼 
・ ಖ育教ㅍに教えてもらいࠊ�ṓඣをぢࡀ࡞らࠊ
ᮦᩱをཷࡾྲྀࡅに୪࡛ࢇいたࠋᚲせ࡞ᮦᩱをお
 ࠋていたࡗてもらࡏにࢇࡰ

㸺ᛮ考力ุ᩿ࠊ力ࠊ⾲⌧力➼のᇶ♏㸼 
・ ୧㠃ࣉ࣮ࢸの⣬をᘬࡗかいたࠊࡾಖ育教ㅍ୍⥴

に⣬をᥗࡋࡾࡔࢇてୖࠊᡭにࡁ࡛ࡀࡇࡍࡀたࠋ
ࡋࡀたᚋの⣬をࡲࠊたୖからࡋ࠺ࡼࡅࡘていたࠋ

㸨考ᐹ 
・ ⮬分のಖ育を㸱ࡘの資質能力の視点࡛ࡾ㏉ࡗたࠊ࡛ࡇ子どもたちのάືࠊࡀどの࡞࠺ࡼ

育ち࠶ࡀるのかࠊぢࡵࡘるࡁ࡛ࡀࡇたࠋ 
・ 㸱ࡘの資質能力に分㢮ࡍるのࡣ㞴ࡲࠊࡃࡋたࠊᚲࡎどࢀか୍ࡘにᙜてࡲࡣる࡞ࡁ࡛ࡣࡇい

 ࠋたࡌឤ
・ 分㢮をࡀ࡞ࡋらࠊの㡯┠にもᙜてࡲࡣる点をぢࡅࡘるࠊࡁ࡛ࡀࡇ㸱ࡘの資質・能力の視

点ࡣ㔜࡞るࡇもከいឤࡌたࠋ 

 㸦㹐㸰㸬㸰㸬㸰㸮㸧              ࠺ࢁᮏのάື㸸࣮࣓ࣛࣥをసࠐ
 らいࡡࠐ

� ṓඣ㸸ಖ育教ㅍࡸ㐩୍⥴にไసをᴦࠋࡴࡋ⮬分ࡸ㐩のฟ᮶たసရをぢて႐ࠋࡪ 
� ṓඣ㸸ಖ育教ㅍのヰを⪺ࠊࡁ⮬分のゝⴥ࡛ᛮࡗたࡇをఏえるࡁ࡛ࡀࡇるࠋ 

     ⣬ࡸẟ⣒࡞どの⣲ᮦにゐࠊࢀ⮬分ࡾ࡞に⾲⌧ࡍ࠺ࡼࡋるࠋ 
 ෆᐜࠐ
 � ṓඣ㸸୧㠃ࣉ࣮ࢸをࠊࡋࡀලᮦを⮬⏤に㈞るࠋ 
 � ṓඣ㸸⮬分࡛୧㠃ࣉ࣮ࢸをࠊࡋࡀዲࢁࡇ࡞ࡁにලᮦを㈞るࠋ 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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‒

‒

‒

‒

 ۍの保育実践から「３つの資質能力」の視点で保育⪅⮬㌟が子どもの姿を振り返る（２）ۍ

資質・能力 子どもの姿 

「知識及び技能の基礎」 
㐟びや⏕活の中で、㇏かな体㦂を通ࡌて、何
をឤࡌたり、何にẼいたり、何が分った
り、何ができるようになるのか。 

・ ⤮の具をうときは、⣙᮰をᏲることや、ᥥ
き方でኴさが㐪うことにẼいた。 

・ ⤮の具でᥥくとኴくて⤮がつぶれてしまった
が、てሬりつぶして、㣗べ≀の断面を表現する
などᕤኵしていた。 

・ 㐩がᥥいているዲきな≀が、⮬分のዲきな≀
でもあることにẼいた。 

‒ (☆体の表は、本園研究紀要にᥖ載) 

‒

‒

‒

‒

‒

（３） 㸮、１ṓ児の保育から３つの資質・能力の視点で子どもの育ちを考える 

‒

‒

‒

‒

‒

Ⅸਰ↹ᡉ↹⇝∞⇮≝∏∞∇∙⇁˺↼ⅵ≋≓⅚≔ബδ≌Ⅹ‒

࠙振り返りシート㸸ࣛー࣓ࣥをసࢁう（㸮ṓ児㸸㸴ྡ １ṓ児㸸㸷ྡࠚ）  

‒

‒

‒

‒

 

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

㸨考ᐹ 
・┠ⓗをもࡗてಖ育をཧほࡍるࠊ࡛ࡇయⓗにཧほࡍるࠊࡁ࡛ࡀࡇ子どもたちのゝⴥࡸ⾲ࠊ
ᚰࡃືࡀ▐㛫࡞どࠊ⣽ࡸかにぢるࡁ࡛ࡀࡇたࠋ 
ࠊ࡛ࡇて考えるࡋいて子どものጼを┠の๓にࡘにࡧయⓗ・ᑐヰⓗ࡛῝いᏛࡸの資質能力ࡘ�・
ලయⓗにᤊえるࡁ࡛ࡀࡇる࠺ࡼにࡗ࡞てࡁた࠺ࡼにឤࡌるࠋ 

㸯 ◊ಟ࣐࣮ࢸཬࡧෆᐜ 

     幼稚園教育࡛育みたい資質・能力の視点から子どもの育ちを考えるࠋ 

㸰 ◊ಟෆᐜ 

子どものጼを資質・能力の㸱ࡘの視点からᤊえࠊどの࡞࠺ࡼ育ち࠶ࡀるか考えࠋ࠺ࡼ 

㸱 ◊ಟのࡾ㏉ࡾ 

 
  

 

 

 

 
 

㸺▱㆑ཬࡧᢏ能のᇶ♏㸼 
・ ಖ育教ㅍに教えてもらいࠊ�ṓඣをぢࡀ࡞らࠊ
ᮦᩱをཷࡾྲྀࡅに୪࡛ࢇいたࠋᚲせ࡞ᮦᩱをお
 ࠋていたࡗてもらࡏにࢇࡰ

㸺ᛮ考力ุ᩿ࠊ力ࠊ⾲⌧力➼のᇶ♏㸼 
・ ୧㠃ࣉ࣮ࢸの⣬をᘬࡗかいたࠊࡾಖ育教ㅍ୍⥴

に⣬をᥗࡋࡾࡔࢇてୖࠊᡭにࡁ࡛ࡀࡇࡍࡀたࠋ
ࡋࡀたᚋの⣬をࡲࠊたୖからࡋ࠺ࡼࡅࡘていたࠋ

㸨考ᐹ 
・ ⮬分のಖ育を㸱ࡘの資質能力の視点࡛ࡾ㏉ࡗたࠊ࡛ࡇ子どもたちのάືࠊࡀどの࡞࠺ࡼ

育ち࠶ࡀるのかࠊぢࡵࡘるࡁ࡛ࡀࡇたࠋ 
・ 㸱ࡘの資質能力に分㢮ࡍるのࡣ㞴ࡲࠊࡃࡋたࠊᚲࡎどࢀか୍ࡘにᙜてࡲࡣる࡞ࡁ࡛ࡣࡇい

 ࠋたࡌឤ
・ 分㢮をࡀ࡞ࡋらࠊの㡯┠にもᙜてࡲࡣる点をぢࡅࡘるࠊࡁ࡛ࡀࡇ㸱ࡘの資質・能力の視

点ࡣ㔜࡞るࡇもከいឤࡌたࠋ 

 㸦㹐㸰㸬㸰㸬㸰㸮㸧              ࠺ࢁᮏのάື㸸࣮࣓ࣛࣥをసࠐ
 らいࡡࠐ

� ṓඣ㸸ಖ育教ㅍࡸ㐩୍⥴にไసをᴦࠋࡴࡋ⮬分ࡸ㐩のฟ᮶たసရをぢて႐ࠋࡪ 
� ṓඣ㸸ಖ育教ㅍのヰを⪺ࠊࡁ⮬分のゝⴥ࡛ᛮࡗたࡇをఏえるࡁ࡛ࡀࡇるࠋ 

     ⣬ࡸẟ⣒࡞どの⣲ᮦにゐࠊࢀ⮬分ࡾ࡞に⾲⌧ࡍ࠺ࡼࡋるࠋ 
 ෆᐜࠐ
 � ṓඣ㸸୧㠃ࣉ࣮ࢸをࠊࡋࡀලᮦを⮬⏤に㈞るࠋ 
 � ṓඣ㸸⮬分࡛୧㠃ࣉ࣮ࢸをࠊࡋࡀዲࢁࡇ࡞ࡁにලᮦを㈞るࠋ 

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

（４） ２ṓ児の保育から、３つの資質・能力の視点で子どもの育ちを考える。 

 この保育ཧほでは、３つの視点から「子どもの育ち」を考えた。「知識・技能の基礎の視点」では、の

りのい方について保育⪅の話を⪺き、๓⪺いた話を思いฟしながら、ちࡻんちࡻんとᡭにのりをつࡅ

ていた。「思考力・判断力・表現力等の基礎」では「ᢡり⣬をᢡる、つの⪥をసるためにⰍ々なゅᗘ

にᢡっていた。「学びに向かう力・人間性等」では、「ᢡり⣬をᢡる、保育⪅のᢡり方や話を⪺いて、

一人で返してᢡることができていた。」などの子どもの育ちを見ྲྀることができた。 

‒

‒

‒

‒

‒

࠙振り返りシート㸸ᢡり⣬で「ねこ」をᢡࢁう（２ṓ児㸸１㸵ྡࠚ）   

 㸯 ◊ಟ࣐࣮ࢸཬࡧෆᐜ 

   幼稚園教育࡛育みたい資質・能力の視点から子どもの育ちを考えるࠋ 

㸰 ◊ಟෆᐜ 

   子どものጼを資質・能力の㸱ࡘの視点からᤊえࠊどの࡞࠺ࡼ育ち࠶ࡀるか考えࠋ࠺ࡼ 

㸱 ◊ಟのࡾ㏉ࡾ 

資質・能力 子 ど も の ጼ 

▱㆑ཬࡧᢏ能のᇶ♏ 

㐟ࡸࡧ⏕άの୰࡛ࠊ㇏

か࡞య㦂を㏻ࡌてࠊఱ

をឤࡌたࠊࡾఱにẼ

いたࠊࡾఱࡀ分かࡗた

に࠺ࡼるࡁ࡛ࡀఱࠊࡾ

 ࠋるのか࡞

 

 

 㸦㹐㸰㸬㸰㸬㸳㸧                  ࠺ࢁをᢡࠖࡇࡡࠕ⣬࡛ࡾᮏのάື㸸ᢡۑ

 㸦⾲⌧㸧ࠋࡴࡋ㐣⛬をᴦࡃていࡆ࠶ࡾᙧをసࠊࡋ࠺ࡼࡅࡘを┠ࡾ⣬にᢡࡾらい㸸ᢡࡡۑ

     のࡾを㐺ษにいࠊ㈞るࡁ࡛ࡀࡇる㸦⾲⌧㸧 

 ࠋのᙧをᢡるࡇࡡࠊてࡗ᪉をࡾෆ ᐜ㸸୕ゅのᢡۑ

     のࡾの分㔞にẼをࡀ࡞ࡅらྎࠊ⣬に㈞ࡾࡅるࠋ 

 ࠋるࡍをࡁてお⤮かࡗをࢫࣃࣞࢡにࡾ࿘ࡸの㢦ࡇࡡ     

㸨考ᐹ㸨 
 ᅇのࡾ㏉ࢺ࣮ࢩࡾをά⏝ࡍるࠊ࡛ࡇ㸱ࡘの資質・能力の視点࡛ಖ育をぢるࠊࡀࡇ
ても㞴ࡋいឤࡌたࡋࠋかࠊࡋ⮬分ࡾ࡞にࡗた┿をࡾ㏉ࡑࠊࡾのの子どもたちのືࡁ
ࢃ࠺いるࡲࡣにᙜてࡅࡔࡘ୍ࠊち࠺の視点のࡘ㸱ࡀ┿のᵝ子ࠊ࡛ࡇどを考える࡞Ⓨゝࡸ
ࠊࡾ࡞ࡅかࡗࡁࡍ子どもたちの育ちをぢ直ࠊࡣࢺ࣮ࢩࡾ㏉ࡾࠋたࡌឤࡃᙉい࡞ࡣ࡛ࡅ
ᚋもά⏝ࡋて῝ࡵていࡁたいᛮࡗたࠋ 

ͤ┿ճ 

 

㸺Ꮫࡧにྥか࠺力ࠊே㛫ᛶ➼㸼 
ているጼࡗ㈞ቨにࡀಖ育教ㅍࠊたసရをࡁ࡛ ・

をぢࡵࡘる㸮ṓඣࠋ๓のࡾࡵにࡗ࡞てࠊᣦᕪࡋ
をࡋている子もいたࠋ⮬分ࡸ㐩のసࡗたも
のをぢてࠊ႐࡛ࢇいたࠋ 

㸺Ẽࡸࡁឤ㸼 
からฟࣥࣟࣉ࢚ࡸᮏ⤮ࠊಖ育教ㅍのᑟධ࡛ ࠐ

てࡃるᮦᩱに⯆をᣢࡗてࠊᣦᕪࡋをࡋてᴦ
たᚋࡗࢃ⤊ࡾసࠋたࢀぢらࡀいるᵝ子࡛ࢇࡋ
にࠊ⮬分のసရࡀᙇࡾฟࢀࡉているᵝ子をࠊ┿
にぢているጼࠊࡀ௨ୖඣのάືᚋのጼに㔜
にᮦᩱをもらい⥴୍ಖ育教ㅍࠊたࡲࠋたࡗ࡞
に⾜ࡗたࠊࡾάືにྲྀࡴ⤌ࡾጼをぢて୍ࠊ ⥴に
てࡗ子どもたちにࠊ࡛ࡇるࡍࡾたࡗ⾜
てもᏳᚰឤࠊࡾ࠶ࡀのࡧのࡧάືࡍるࡇ
 ࠋࡔࢇᏛࡔるのࡁ࡛ࡀ

 
 

ͤẼいたり分かったりで

きたりしている姿の┿ 

㸺ಖ育者の㛵ࡾࢃ・⎔ቃタᐃ㸼 

ಖ育者ࡀᐇ㝿にࠕちࢇࡻちࢇࡻ ࠊらࡀ࡞ゝいࠖ

ᡭにのࡾをࡗてㄝ᫂をࡋていたࠋ 

・のࡾのい᪉にࡘいてಖ育者のヰを⪺ࠊࡁ๓

⪺いたヰもᛮいฟࡀ࡞ࡋらࠕちࢇࡻちࢇࡻ ࠖ

ᡭにのࡾをࡅࡘていたࠋ 
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‒

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）３つの資質・能力と１㸮の姿の関連を学ぶ（ᖺ㛗児㸸２㸷ྡ） 

(☆ᣦᑟは研究紀要にᥖ載) 

（㸴）「ࠗ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿࠘から見た子どもの姿」 

  㹼資質・能力の３つの柱による㹼 （࠙５）の保育実践をもとにసᡂࠚ 

 

 

   

３つの柱 ࠗ幼児期の終わりまでに育ってほしい姿࠘から見た子どもの姿  

 

 

 

 

 

 

 

（㹀・㹁・㹇）⮬分の㧥型をసရに表現するために、用ពさ
れた⣲ᮦの中からえそうなものを⮬分で㑅んࡔり、㐩
にアࣂࢻイࢫをもらったりして᭱ᚋまで⮬分でసる。 
（㹂・㹄）共ྠの⣲ᮦや道具のい方が分かり、みんなで
にう。 
（㹂・㹇）⣲ᮦや道具を㐩とㆡりྜったりい方を教えྜ
ったりしてう。 
（㹄・㹀）⣲ᮦの性質や⤌みにẼき、考えてうように
なる。 
（㹄・㹈）㐩の表現の方や、⣲ᮦのい方にᚰをືかさ
れ、その表現をᶍೌしたり、ឤࡌたり考えたりするようにな
る。 

 ᅜㄒ 

⟬ᩘ 

⏕活 

㡢ᴦ 

図画ᕤస 

体育 

道ᚨ 

≉ู活ື 

 

 

 

 

 

（㹄・㹈）⮬分の㢦┿を見て、どんな㧥型がྜうか⣲ᮦの
中から㑅ᢥする。 
（㹄・㹈）これまでの⤒㦂から、ᡂ図をணしたり、᪂た
な方法を考えたりしてよりよい⤖ᯝとなるようにヨ行㘒ㄗ
する。 
（㹄・㹀）い័れた道具の≉性を⏕かしたり、β 々な⣲ᮦ
のい方をᕤኵしたりしながら、目的にᛂࡌていこなす。
（㹂・㹄・㹆）用ពされた⣲ᮦをどのくらいの㔞をえࡤよ
いか、考えて用する。 
（㹇・㹈）用したい⣲ᮦのい方を㐩に┦ㄯし、アࣂࢻ
イࢫをもらうことで表現することをᴦしむ。 
 

 ᅜㄒ 

⟬ᩘ 

⏕活 

㡢ᴦ 

図画ᕤస 

体育 

道ᚨ 

≉ู活ື 

 

ಃಱfႷ  ƞ Ʒ ƣ ౣ 

౩ணfᅳଵfᄕཉ့

ƣৰຉ 

㐟ࡸࡧ⏕άの୰࡛ࠊẼ

いたࡁ࡛ࠊࡇる࠺ࡼに

࡞どもい࡞ࡇたࡗ࡞

ࡋヨࠊࡾ考えた࠺どࠊらࡀ

たࠊࡾᕤኵࡋたࡋ⌧⾲ࠊࡾ

たࡍࡾるかࠋ 

 

ॺƨƠ୶ƀŻfต

့ 

ᚰࠊពḧࠊែᗘࡀ育ࡘ୰

い⏕άࡼࡾࡼいかにࠊ࡛

をႠࡴかࠋ 

 

幼児期の教育 

▱
㆑
࠾
ࡼ
ࡧ
ᢏ
⬟
の
ᇶ
♏ 

ᛮ
⪃
ຊ
࣭
ุ
᩿
ຊ
࣭ 

⾲
⌧
ຊ
➼
の
ᇶ
♏ 

ࢫ
ࢱ
䤀
ࢺ
࢝
ࣜ
 ࢟

ࣛ
 ࣒

ᑠ学ᰯ教育 

㸨考ᐹ㸨 
 ಖ育の᪉ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ㸱ࡘの視点から子どもたちをぢる࠺ࡇࠕࠊ࡛ࡇい࠺ኌかࡅのࡁにࡇࠊ
ࠋたࡁ࡛ࡀࡇを▱るࡁࡸࡪࡘ・ࡁື࡞ࢁいࢁ子どもたちのいど࡞たࠖࡗ࠶ࡀࡁ子どものື࠺い࠺

ͤ考えてヨࡋたࡾᕤኵࡋたࡾ

 ┿ているጼのࡋࡾたࡋ⌧⾲

 

・ᢡࡾ⣬࡛㸰ࡘの⪥をసるたࡵにいࢁい࡞ࢁゅ

ᗘにᢡࡾ⣬をᢡࡗて考えていたࠋ 

㸺ಖ育者の㛵ࡾࢃ・⎔ቃタᐃ㸼 

子どもたちからぢえる⨨にᢡࡾ⣬㸦ぢᮏ㸧を

 ࠋていたࡗ㈞

ͤពḧⓗにྲྀࡾࡔࢇ⤌ࡾ༠力

いるጼ࡛ࢇࡋάືをᴦࡾたࡋ

の┿ 

 

・ᢡࡾ⣬をᢡるࠊࡁಖ育者のᢡࡾ᪉ࡸヰを⪺

いて୍ࠊே࡛㏉ࡋにࡋてࠊᢡるࡁ࡛ࡀࡇて

いたࠋ 

㸺ಖ育者の㛵ࡾࢃ・⎔ቃタᐃ㸼 

ಖ育者ࡘ୍ࡘ୍ࡀのᢡࡾ᪉をࢃかࡃࡍࡸࡾㄝ᫂

 ࠋていたࡅにもኌをかࠎಶࠊࡋ

教⛉等 

∋‒
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(☆体の表は、本園研究紀要にᥖ載) 

 

 

 

 

㸨考ᐹ㸨 

本の保育を分析した、㸵ࠗ幼児期の終わりまでに育ってほしい姿࠘から見た子どもの姿の記㏙を、

どの姿とཷࡅṆめたかをᩘ㔞的に捉え、ከい㡰にあࡆると、ḟのとおりになった。 

〇「思考力のⱆ⏕え」・・㸶  〇「⮬❧ᚰ」・・㸵  〇「㇏かなឤ性と表現」・・㸵  

これらのことから、「ねらい及び内容」が具体的に「子どもの姿」として表ฟしたものと理解され、ᣦ

ᑟసᡂにᥖࡆた「ձ思考力のⱆ⏕え」「ղ㇏かなឤ性と表現」「ճ༠ྠ性」がᫎした子どもの育ち

（実現した資質・能力）であると᥎ᐹできる。 

㸵 研究のᡂᯝと課題         

これまでの研究で明らかになったことやさらに研究したいことはḟのとおりである。 

 

 

 

 

ᡂ 

 

 

 

ᯝ 

理論研究・振り返りシート等からまとめると 

(�) 日ᖖの保育や㐟びから、振り返りシートを活用して３つの資質・能力を発している

をまとめたり、資ᩱをもとに┦に話しྜったりしながら、⮬分なりの「見ࢻーࢯࣆ࢚

方」を深めることができた。 

(�) 資質・能力の視点で見直し、加筆された５領域を「主体的・対話的で深い学び」の視

点で日々の保育を実践することで育まれる子どもの育ちが、資質能力であり、１㸮の姿

であることが分かった。 

(�) 日々の５領域に基࡙く保育を通して育まれる資質・能力及び、幼児期の終わりの具ྜ

的な子どもの姿（育ち）、そして保育の改善の視点「主体的・対話的で深い学び」は、ษ

り㞳すことができないᙉい関ಀ性があると理解することができた。 

(�) 実践におࡅる幼児の具体的な姿から、改めて捉えることで、子どもの育ちを３つの資

質・能力から理解することができた。 

(�) 実㝿の保育では、１つの資質・能力を目ᣦして育むのではなく、⏕活や㐟びの中で３

つの資質・能力は」ᩘの資質・能力として、⥲ྜ的に育まれていくことが分かった。 

(�) 資質・能力の視点から見た子どもの育ちは、日々の保育で育まれる子どもの育ちであ

る。資質・能力も１㸮の姿も日々の保育の過程で表ฟされる。 

 

課 

題 

(�) 「１㸮の姿」を活用することで、子どもたちの育ちを考えたり、保育の質の向上を図

ったりすることができるのではないかと考えられるので、さらに研究を深める。 

(�) 資質・能力に向かう子どもたちの育ちは、主体的・対話的で深い学びの視点に基࡙い

た日々の保育を実践することがษであるということを㋃まえ、主体的・対話的で深い

学びについて実践的な研究を進めていきたい。 

 (☆本園研究紀要を ��㹮に⦅㞟したため、ᩥ❶・図・表等๐㝖・⦰ᑠした㒊分は研究紀要にᥖ載) 

    ḟの㡯目等については、本園研究紀要にすべてᥖ載しているのでࡈཧ↷くࡔさい。 

‒

‒

‒

‒

 

（㸿）ᗣなᚰと体 （㹀）⮬❧ᚰ （㹁）༠ྠ性 （㹂）道ᚨ性・つ⠊ព識のⱆ⏕え 
（㹃）♫会⏕活との関わり （㹄）思考力のⱆ⏕え （㹅）⮬↛との関わり・⏕ᑛ㔜 
（㹆）ᩘ㔞や図形㸪標識やᩥᏐなどへの関ᚰ・ឤぬ 
（㹇）ゝⴥによるఏえあい （㹈）㇏かなឤ性と表現 

☆５領域の改善・実の表(㸷)S              ☆資質・能力と５領域との関連表(��)S 

☆ⲡ∹⏣幼⛶園園内研修実践プ࣒ࣟࣛࢢ(��)S ☆ྛ学ᖺᣦᑟ(��������������)S 

☆幼児期の終わりまでに育ってほしい姿から見た子どもの姿(育ち)の表(��)S 

☆園内研修のᅾり方についての考ᐹ(��)S     

☆┿࣏ート࢛࢜ࣜࣇの実践(��������)S 

☆資質・能力(１㸮の姿)の視点からの子どもの育ちの一ぴ表(�����)S 

☆５領域の子どもの育ちの一ぴ表(�����)S 


